
第３号様式（第15条関係）

事業者排出戯削減報告書

可塑Hf刀ｕ

賃詳：（］

１２塗り

特定Wl業荷の

Ｗこる業稲

。。。

注１咳当するロには、レ印を記入してください。特定事業者以外の事業者の方はし印の配入は不要です。

２「基遁年度」とは計画期１W)の前年度を、{目標年度」とは計画期間の最終年度を、「報告年度」とは計画期間のうち、今回報告の対象となる年度をいいます。

３「事業所等排出区分」とは京都府内の事業所等の事業活動のためのエネルギーの使用に伴い発生する温室効果ガスを、「輸送車両排出区分」とは自動車運送事業者については使用の本拠の位
侭を京都府内とする車両の排出する温室効果ガスを、鉄道事業者については保有する貨物車両又は旅客車両の排出する温室効果ガスを、「その他排出区分」とは上記以外の京都府内における
事業所等の辮業活動に伴い発生する温室効果ガスをいいます。

４「その他の地球温暖化対鏑による温室効果ガスの削減量騨ｊの実績については、ｉﾘﾄ画期間中の実績の累計を記入してください。
（例）グリーン腫力の購入による温室効果ガスの削減実績が１８年度６トンで19年度１０トンの場合、１９年度の報告書の実績については１８年度と１９年度の実績を累計し１５トンと記入

５「特記事項」には、平成２年度（１９９０年度）を基舶とした排出砥の対比やエネルギー原単位CO2排出量、省エネ製品開発など他者の温室効果ガス排出削減への貫献、グリーン綱運の採用、
特定フロンなどの条例指定外の温室効果ガスの削減などを記入してください。

(あて先）京都府知事

住所（法人にあっては、主たる事務所の所在地）

京都市南区上鳥羽藁田町１番地

￣￣ 

－－ 

名。

社
記瑞押印又は署名）

代表取締役社長北村隆幸
０７５－６６ 

特定事業者の
主たる業種 電気めっき業

該当する事業
者要件 １７京都府地球温暖化対鏑条例施行規則第10条第１号該当事業者（大規模エネルギー使用事業者（原ｉｌ１に換算して1,500キロリットル以_ｆ））

「

￣ 

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送事業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台
以上／鉄道車両l50iilii以上）

京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号骸当事業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000卜
ン以上））

計画期間 平成１８年４月～平成２１年３月

基本方針

メテック北村株式会社は、「fill造力を集め、より良い製品造りをモットーに自己の総意を尽くして社会に貢献し、私たちの生活環境を豊か
にし、知性を高める」という当社の基本方針を基に、全社員の創意工夫により、企業活動の中で地球環境の保全に配慮した行動をします。
（環境負荷物質に関する教育及び削減の実施）

推進体制

社長を責任者とする環境マネジメント組織を構成しており、その中で省エネなどの活動を行っています。

年度ごとの具
体的な取組
及ぴ措置

年度

2０ 

1９－２０ 

18-20 

1８－２０ 

18-20 

設備、対象、工程等

生産部門

間接部門

生産・間接部|Ⅱ｝

生産部門

間接部門

措悩内容

電力堂・データ遠隔監視システムを導入しました。（幹線毎の煎力消費量のリアルタイム計測・監視の実施：全５０幹線完了）

ハイブリッド車を優先に使用し、ガソリンの使月１重を削減します。冷暖房築中管理システムを導入し、設定温度の徹底を行いました。（室内機１１台）

新規股備品に関しては、省エネタイプのものを週択し購入します。

集中生産による生函効率向上及びラインスピードアップで生産能力を拡大します。（生産性５％アップ）

昼休み及び使用しない部屋の消灯を行い、定時退社噸日を設定し実行しました。また、ウォームビズ・クールビズを実践します。

温室効果ガス
の排出量等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

Ｃその他排出区分

排出合計

基醜年度（実績）
(平成１７）年度

(二酸化炭素換算（ｔ））

３，１９４ｔ 

ｔ 

ｔ 

＊１ ３１９４ｔ 

目標年度（計画）
(平成２０）年度

(二酸化炭素換算（ｔ））

3058ｔ 

ｔ 

ｔ 

３，０５８ｔ ＊２ 

削減率

(計画）
(％） 

－４．３％ 

％ 

％ 

-4.3％ 

報告年度（実績）

(平成２０）年度
(二酸化炭素換算（ｔ））

2700.0ｔ 

ｔ 

ｔ 

＊４ ２７００ｔ 

削減率

(実績）
(％） 

-15.5％ 

％ 

％ 

－１５．５％ 

その他の地球

温暖化対策に
よる温室効果

ガスの削減量
等

対策等の区分

森林の保全及び整備

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した

電力又は熱の供給

グリーン電力の購入

削減量等合計

目標年度（計画）
取組量等 (二酸化炭素換算（ｔ））

(殖備面積） hａ (吸収量） ｔ 

(利/W|量） 、１ ('９１Ｉ減量） ｔ 

(充電量） kwll (削減量） ［ 

(熱供給量） GＪ (削減量） ｔ 

(嚇入且） kwｈ (削減量） ｔ 

一一一一一一 ＊３ ｔ 

報告年度（実績）
取組量等 (二酸化炭素換算（ｔ））

(整備面積） hａ (吸収量） ｔ 

(利用量） 1m (iill減量） ｔ 

(充電丘） kvvl〕 (削減量） ｔ 

(熱供給Bk） GＪ (削減量） ｔ 

(購入駄） kwｈ (ﾊﾞﾘ減駄） ｔ 

＊５ ｔ 

差引排出量

(排出合計一削減錦合計）

基準年度（実績）

＊１ 
３１９４ ｔ 

目標年度（計画）

(*2)-(*3）３０５８．０ｔ 

削減率（計画）

-4.3％ 

報告年度（実績）

(*4汁(*5） ２７００ｔ 

riﾘ減車（爽叔）

-15.5％ 

特記事項

連絡先

平成２０年度は、１０ﾉ1頃から生産童が減少となり、それに伴って都市ガス・電力使用範が減ったため、二酸化炭素換算魅も１５．５％の削減となりまし
た。

担当部署

担当者氏名

住所

電話番号

ファクシ ミリ番号Ｉ

京都府地球温暖化対策条例第１９条の規定により提出します。




